
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「来てよかった！」「最高！」アクト大成功！ 
8/26～28、北海道茅部郡鹿部町にて第 13回全国アクトを開催し、７全国組合・43医労連、他
から６０２名が参加しました。アクト成功のためにご協力くださった皆さま、参加してくれた皆

さま、本当にありがとうございました m(＿)m。実行委員会・全国青年委員会は、今回のアクト
を今後の青年部活動と次回アクトに生かすために、今総括作業に入っています。。。 
 
＜1 日目＞ 台風の影響で飛行機や汽車の遅延・欠航が心配されましたが、一部参加者が開会式

に遅れたものの全員揃って開始することができました。司会の牛さん、五郎さん・純・蛍（by「北
の国から」）、イカも出演し、北海道らしい開会式でした。また室内開催のため本物の火を使うこ

とはできませんでしたが、聖火点火には各ブロックの代表者にご協力もいただきました。 
 続いての学習企画「アクトラクイズ」は、座って話を聞く講演という形にせず、参加型学習企

画とし、権利・労働組合・平和・地方クイズなどのジャンルから 15問を出題しました。解答は 4
択で、班みんなで相談して解答エリアまで班長さんプラス班員 1 名が移動する形をとりました。
初対面同士の班メンバーで相談して打ち解けるきっかけになりました。 
 夕食は班で取りながら翌日のコース別企画の希望を相談し、夕食後は班交流をしました。 
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ニュースへのリクエストやアクト関連の取組み報告などをお寄せください！ 

日本医労連 FAX：03-3875-6270  or  E-mail ： seinen@irouren.or.jp  

＊このニュースは各加盟組織と各県青年（分かる範囲で）に送っています。

 
ジンギスカン、パンツの

ゴムが伸びて緩むくらい 
力いっぱい食べました！ 
 

  

 



＜2 日目＞ 午前中は北海道ならではの体験コース、農業・酪農・漁業体験に分かれて班ごとに

過ごしました。農業コースでは、枝豆、アスパラ、ジャガイモなどを収穫し、農場の方から農作

物や農業についてのミニ講演を受け、取れたて野菜を味わいました。酪農コースは、牧場でバタ

ー作りと乳搾りに分かれての体験と、牧場散策を楽しみました。バター作りでは自分でつくった

バターを試食しました。漁業コースでは漁船に乗り、釣りやホタテの引き上げを体験しました。 
 昼はホテル前の芝生でジンギスカン・パーティーを行いました。風は強かったものの、晴天の

大空と雄大な景色のなかで、参加者全員でワイワイと北海道名物のちゃんちゃん焼きや焼きそば、

農場からいただいた取れたて野菜、漁師さんから差し入れしてもらった新鮮なホタテなどをおな

か一杯いただきました。 
←みんなで一緒にイカ踊り！！ 
燃えつきました～ 

 
 ブロックごとの出し物練習と交

流を行ったあと夕食（みんなあま

りお腹すいてなかったみたいで

す）、そして夜祭りに突入し、8つ
のブロックによる出し物、「アク

トラクイズ」の表彰式、平和憲法

をあらわす「９」の文字・キャン

ドルリレー＆人文字づくりを行い

ました。地元中学校ブラスバンド

部演奏で幕を開け、四国の「よさこい」、九州の「ダンス（宇宙戦艦ヤマト）」、中国の「うらじゃ」、

関信の「ダンス」、東海北陸の「マツケンサンバ」、関西の「六甲おろし」、東北の「ねぶた」で参

加者が一体となって歌い、踊り、例年以上に（？）盛り上がりました。「９」のキャンドルリレー

＆人文字づくりでは、それまでの大盛り上がりの雰囲気がガラっと一変し、神聖な雰囲気のなか、

平和への祈りを込め全員で成功させました。参加者か

らは「よかった」「感動した」「忘れない」などの感想

が多く出されました。フィナーレは地元・北海道の「イ

カ踊り」。参加者はイカ踊りに魅了され、この日、日本

中にイカ踊りファンが誕生しました。参加者アンケー

トでも一番「楽しかった！」という感想が多かったの

がこの夜祭り。「最高！！」「ノドがかれた」「筋肉痛

になった」「来てよかったと思った」など、多くの感想

が寄せられました（＾＾。最後はホテルからのステキなプレゼント・ナイアガラ花火で幕を閉じ

ました。また地元の観光協会やホテルが飲み物や海産物の屋台を出して祭りムードを盛り上げて

くれました。日本の医療に働く青年労働者、約 600名が北海道の大地で一体となって祭りを盛り
上げ、楽しむことができました。大勢で集まれば、とてつもないパワーが生まれる！全国の仲間

とつながってることを実感・体感できたひとときでした。 
夜祭り後は、班で交流。２日間の疲れが出てダウンしてしまった人もいたようですが、１日目

にちょっとあった遠慮も吹き飛び、夜遅くまで交流できたようです。 
 
＜3 日目＞ 班メンバーと別れを惜しんだ後、ホテル前の芝生で閉会式を行いました。アクトフ

ラッグが、北海道代表から再来年の全国アクト開催ブロックの九州メンバーに渡され、3 日間の
アクトは幕を閉じました。 
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